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プロジェクトの

＜テーマ＞
言語活動とICT活用の関係

＜ねらい＞
言語活動とICT活用を取り入れた授業デザインの発見

１，テーマ



授業を選定するにあたり

①実践・研究したい手法 → 教科・単元等を選定

②教科・単元等に合わせて手法を考案

２，取り扱う授業について・・・[単元・授業時数]設定の背景

②の場合、手法は制限される
・単元の特質
・生徒の特性
・教師と生徒との関係 等



対象 ： 電子機械科２年生
教科 ： 電気回路
単元 ： 第５章交流回路 第２節 交流回路の電流・電圧

時数 ： １１/１１ 時間目
→まとめの時間
「理解していること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等の育成）
という学習内容となった

２，取り扱う授業について・・・[単元・授業時数]設定の背景



プロジェクトの

＜テーマ＞
言語活動とICT活用の関係

＜ねらい＞
言語活動とICT活用を取り入れた授業デザインの発見

授業の

＜目標＞
各種交流回路の適切な考え方や公式を選択できるようにする

２，取り扱う授業について・・・[単元・授業時数]設定の背景



九つの回路について、それぞれ考え方や公式が異なる
↓

それぞれ学習 「何を理解しているか、何ができるか」
（知識・技能の習得）

↓
それを踏まえて、 「理解していること・できることをどう使うか」

（思考力・判断力・表現力等の育成を目指して本授業を実施

２，取り扱う授業について・・・[単元・授業時数]設定の背景



３．学習活動に即した評価基準の設定

実施する授業が決定
「理解していること・できることをどう使うか」
（思考力・判断力・表現力等の育成）

評価基準の設定へ



「何が評価されるのか」
「達成すべきレベルはどこか」

ルーブリック表で評価の軸を定める

授業冒頭の「本時の目標」で生徒と共有

３．学習活動に即した評価基準の設定



３．学習活動に即した評価基準の設定

学習指導案より



４．授業デザイン

効果的に達成するには・・・

学習活動に即した評価基準

言語活動 ・ ICT活用



ICT活用

１）教師が活用する
学習指導の準備や評価のため

２）生徒が活用する
授業等で活用

・プロジェクタ投影 ・書画カメラ
・デジタル黒板 ・タブレット
・スマートフォン

・metamoji ・カフート
・クイズレット ・デジタル教科書
・グーグル クラスルーム
・グーグル フォーム
・Forms ・manaba
・ロイロノート

等

言語活動

学習指導要領解説 工業編
（H３０年告示）より

・「学校教育には、子どもたちが様々な変化に積極
的に向き合い、他者と協働して課題を解決していく
ことや～」

・「育成を目指す資質・能力の明確化」
理解していること・できることをどう使うか（未知
の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力
等」の育成

・「各学校におけるカリキュラム・マネジメントの
推進」
各学校においては、教科等の目標や内容を見通し、
特に学習の基盤となる資質・能力（言語活動、
～ の育成のために学習を充実すること

４．授業デザイン



言語活動

＜今回用いた手段＞

ICT活用

グループワーク
・教えあい
・全体へ発表

プロジェクタ活用
・問題を拡大投影
・投影された白板に直接書き込む

４．授業デザイン



４．授業デザイン

４つの問題を展開



ワークプリント
４．授業デザイン



１，教員が問題を提示

２，まずは各自で解く
（時間制限あり）

３，グループで協力し解く
（時間制限あり）

４，解答をクラス全体で共有する
代表で生徒に説明してもらう

授業の進め方
４．授業デザイン



５．実施結果

プロジェクタ活用
・問題を拡大投影
・投影された問題に直接書き込む

ICT活用

グループワーク
・教えあい
・全体へ発表

・次の問題へ移行する際、白板を消す
時間がテンポの悪さにつながった

改善方法
・ metamojiを使用する
・ １問ずつ展開するのではなく、

 全問提示し進める

言語活動

・説明することでより深い理解につながる
・気軽に、すばやく仲間にきくことができる



実施結果（詳細）

ICTに関して



５．実施結果 ICTに関して

ICT教育に役立つツール 例）metamoji

手段であって、目的ではない

「手段」とはいえ・・・
・効果的な活用にはある程度の訓練を必要とする
・継続して使用できるか
・環境が整えられているか

準備の時間
・他の業務
・教員のキャパシティ



文部科学省
教育の情報化に関する手引-
追補版-(令和2年6月)」第4章

５．実施結果 ICTに関して

「教科等の指導におけるICTの活用」



実施結果（詳細）

言語活動に関して



このように、
グループ全体、ひいてはクラス全体が
理解できていた場合、言語活動を必要としない

理解できている

・問題の難易度設定が重要となる
・全体への発表等、別の場を設ける

５．実施結果 言語活動に関して



ICT活用でのねらいを、言語活動でカバーできないか

６．ICTと言語活動の関係

準備の時間
・他の業務
・教員のキャパシティ

バランスを保ったまま、効果的な授業展開を・・・



Q：ICT活用でのねらいを、言語活動でカバーできないか

「 metamojiが適している」、しかし・・・

・生徒は触れたことがない、他教科でも実施していない
・今後も活用できるかはわからない

metamojiでやりたいことを明確にする
→そのねらい、目的を生徒と共有
→円滑な進行、効果的な学習のため、生徒に協力を求める。
→その働きかけ、生徒の動きが言語活動の訓練となるのではないか

６．ICTと言語活動の関係



今後、実践し検証をする必要がある

６．ICTと言語活動の関係

更なる授業研究を

metamojiでやりたいことを明確にする
→そのねらい、目的を生徒と共有
→円滑な進行、効果的な学習のため、生徒に協力を求める。
→その働きかけ、生徒の動きが言語活動の訓練となるのではないか

授業の引き出しを増やしていく
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